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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「提供する教育の質のレベルアップ」「社員が健康で目標を持って取り組めるような制度づくりと

実践」「地理的要因による教育格差の軽減」を通じ、子どもたちの可能性を拡げ、地域の未来を

切り拓いていくことを目指します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

経済 

地理的要因による教育機会の格差を

減らすため、授業配信や自立学習支

援システムを活用した商品開発をす

る 

・昴 LMS(学習支援

システム)に動画受

診を可能なシステム

を持たせる。 

・ZOOM配信教室の

倍増。 

・昴 LMSへの動画受

診は可能にした。 

・ZOOM 配信教室と

受信する生徒も増加 

・オンライン個別指導

を新規スタート 

☐環境 

社会 

☐経済 

社員一人ひとりが能力を十分発揮し、

健康に働けるような職場環境の整備 

・独自のプロコーチ

資格制度での合格

者を倍増させる啓

蒙と指導。 

・定期健診後のフォ

ロー１００％ 

・プロコーチテスト合

格者は倍増とまでは

いかないが増加し

た。 

・定期健診後再検査

率はまだ７０％程度。 

環境 

☐社会 

☐経済 

省エネや環境に配慮した取り組みを

推進し、地球環境への負荷軽減に貢

献する。また、誰もが利用しやすい環

境も整備していく。 

・ 照明の LED 化   

１００％ 

・全校への障害者ト

イレの設置 

・教材への UD フォ

ントの導入 

・照明の LED 化は予

算を組み込んで計画

的に実施中。 

・トイレはまずは洋式

の設置を実施中。 

 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

・重点項目を意識した取り組みが出来、目標に向けて動いてきたが、まだ道半ばである。 

今後も、目標達成に向け引き続き取り組んでいく。 

・教育の機会均等で地理的要因による格差をなくす目的で、オンラインで個別指導を行う部署を

新設。２０２５年１１月から本格スタートさせている。 

・だれもが利用しやすい環境整備については予算との兼ね合いで一気にすることは難しく、１０年

計画で目標を達成できるように取り組んでいく。 

 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

地理的要因による教育機会の格差を減らすた

め、授業配信やオンライン個別指導の拡充、ま

た自立学習支援システムを活用した商品開発を

する。 

・ZOOM 配信授業の参加者の倍

増 

・オンライン個別指導の授業者数

の倍増 

☐環境 

社会 

☐経済 

社員一人ひとりが能力を十分発揮し、健康に働

けるような職場環境の整備 

・独自のプロコーチテスト資格制

度での合格者を倍増させる啓

蒙・指導を行っていく 

・定期健診後のフォロー１００％ 
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環境 

☐社会 

☐経済 

省エネや環境に配慮した取り組みを推進し、地

球環境の負荷軽減に貢献する。また、だれもが

利用しやすい環境も整備していく。 

・照明の LED化１００％ 

・全校への洋式トイレ設置 

・段差のない教室、手すりやスロ

ープの設置教室倍増 

・再生紙や再生トナーなどリサイ

クル製品の１００％利用 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


